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１．背景と目的 

水田農業流域の水需要では灌漑用水が多くを占め、上流域で使用された水田用水は河川に還元

され、下流で農業用水はじめ各種取水への反復利用が行われる。水田稲作における水利用形態

は、社会・経済的条件の中で営農の大規模経営化とコスト削減の追求による圃場規模の大区画

化、防除管理の効率化が追求され、使用される薬剤は薬効の強い成分が積極的に推奨されてい

る。特に殺虫剤に関しては、使用方法においても虫害発生後の散布でなく、発生前の予防使用で

広域に複数回散布し効果の持続性を高めるよう指導・推奨されている。水田における開花期から

登熟期にかけてのカメムシ斑点米予防として使われるネオニコチノイド系農薬は水溶性、浸透性

が高く構造も安定で長期的な効果があり多用されている。 

本報では稲作の盛んな秋田県で、水田を多く集水域に持つ主要一級河川において、ネオニコチ

ノイド系農薬の継続的な観測を試み、その濃度特性や流達負荷量について明らかにすることを目

標に、調査分析を実施した結果を報告する。ネオニコチノイド系農薬の生態系への影響が明らか

にされ、生体や人体への影響についても低濃度でも影響を及ぼすことが解明されてきており、流

出実態や下流での利水状況を明らかにする意義は、流域の水資源の安全な利用と社会活動や自然

環境への影響抑制と健全性、農業の持続性の面からも大きい。 

２．調査対象地区と調査方法 

雄物川流域の農薬出荷量は国立環境研究所HPデータ1)を参考に

秋田県の栽培面積から流域占有率により算定し、圃場整備率の推

移と農薬出荷量との関係を求めた。現地における流下実態および

利水影響調査として、秋田県雄物川で河川水および水道水中のネ

オニコチノイド系農薬濃度を測定した。流域の概要を図1に示

す。約15％と水田面積率の高い雄物川流域は下流部の県都秋田市

の人口比約8割、25万人への水道水源として利用されており、濃

度レベルや流達特性を明らかにすることは上水原水の水質管理においても極めて重要である。 

雄物川下流の水道原水取水地点において、2022年 5月から 2025年2月まで概ね毎月1回の頻度

で観測した。中流域に 4万 ha規模の水田を有するため、中流水田域の浅層地下水についても調査

した。試料水は流心で採取し冷暗条件で保管後、保冷便にて分析所へ郵送し濃度を測定した。 

ネオニコチノイド系農薬濃度の測定は LC/MS/MS法（測定装置：島津製作所,超高速トリプル四

重極型質量分析計LCMS-8050、分析カラム Kinetex Biphenvl100×2.1mm. 2.6μm）により行なっ

た。2022年から 23年までは東京大学で、2024年度は農民連食品分析センタ―にて分析した。 
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図1 調査地点と流域の概要図 
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３．結果及び考察 

秋田県におけるネオニコチノイド系農薬の出荷量(図 2)

は現在も増加傾向にあり、高齢化と担い手減少を理由に大

規模化が進められ、農薬依存度を高めている。その使用量

は大規模化に伴い増加する傾向が顕著であった(図 3)。 

図3に雄物川から取水される秋田市水道水中のネオニ

コチノイド系農薬濃度の測定結果を示す。河川水と秋田市

の水道水は概ね同濃度を示した。8月には水田で使用されるジノ

テフランとスルホキサフロルが高濃度で検出された。また雄物川

については、8月以外の時期にも 30μg/L以上の明確な流出が確

認され、高い値で推移する特徴があった。2024年度の上中流域で

の測定の結果、高濃度が検出された 5月期や 8月期で、下流より

上流域が高濃度を示した。 

2022年度における雄物川の下流部の濃度観測結果と河川流量

データ（国土交通省）(図4)を用いて、月単位での流達負荷量

(図 5)を求めたところ年間で 1644 kg/年の到達負荷量

となった。8月の濃度変化が大きく、ピーク期間が明ら

かでない点で誤差を有することが前提の評価値である

が、翌2023年8月の高濃度値を考慮すると実態を示す

ものと考えられる。 

秋田県の栽培指導指針でネオニコの使用が推奨され

ている土地利用型作物の水稲と大豆の 2022年の県内作

付面積は 91,820 ha (水稲 82,400 ha，大豆9,420 ha)

であり、このうち雄物川の秋田市水道原水取水地点の

集水面積 41,888 ha（水稲 37,552 ha，大豆4,336 

ha）の占める比率は 45.6％であった。秋田県における

ジノテフラン出荷量に対し観測流域内出荷量は面積比

から 4750kg/年と推定され、実測した到達負荷量 1644 kg/

年はその 3分の 1強となり大きな流出率を占めた。このこ

とは流域に散布されるネオニコチノイド系農薬は、水田域

のみで消費するのではなく、下流域へほぼ直接的に流下し

影響していることを示している。 
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 図 2 ネオニコ系農薬秋田県出荷量 

図5 雄物川のジノテフラン到達負荷量 

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

4000

22
年
5⽉

22
年
6⽉

22
年
7⽉

22
年
8⽉

22
年
9⽉

22
年
10
⽉

22
年
11
⽉

22
年
12
⽉

23
年
1⽉

23
年
2⽉

23
年
3⽉

23
年
4⽉

23
年
8⽉

14
⽇

23
年
8⽉

15
⽇

23
年
8⽉

16
⽇

農
薬
濃
度

ng
/L

測定 20**年**⽉

秋⽥市⽔道⽔中のネオニコチノイド系農薬濃度

スルホキサフロル

チアメトキサム

イミダクロプリド

クロチアニジン

ジノテフラン

 図 3 秋田県の圃場整備の拡大と
ネオニコ系農薬出荷量の関連性 

 図4 秋田市水道水中のネオニコ系農薬濃度
測定結果 
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